山梨県コンクール　一部　優秀賞
あきないごはん　
甲府市立国母小学校二年　
　秋山　結南　
　「うわっ。」
わたしは思わずさけんでしまいました。田んぼがぬるくて、とてもあるきづらかったからです。
わたしは、田うえを二回したことがあります。のう家さんは、あついときでも田うえをやっていて、大へんだと思いました。秋にいねかりをしました。かまをつかって手を切らないように、しゅう中していねをかりました。いねをひもでしばるのも大へんでした。いねをほしてから二しゅうかん後、しゅうかくしたおこめで、おにぎりをつくりました。じぶんでつくったおこめのおにぎりは、とてもおいしかったです。
わたしは、ごはんでつくるピザを、おりょうりきょうしつでおそわりました。ごはんでピザをつくることがはじめてなので、とてもドキドキしました。一つぶのおこめは、五ミリメートルくらいで、一本のいなほからだいたい七十五つぶのおこめができることを、先生からおしえてもらいました。
「なんで毎日ごはんを食べているのに、あきないんだろう。」
それは、のう家さんやごはんをつくっているかぞくのあいじょうだと思います。わたしは、海せんどんやカレーライスがすきなので、こんどおかあさんといっしょにごはんをつくりたいです。
家で食べているおこめは、知りあいののう家さんがつくっている『コシヒカリ』です。のう家さんが大切にそだてたおこめをこれからものこさず食べたいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

